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概 要

本論は，EICA 未来プロジェクト TSUNAGU21 Ⅱの A グループの活動報告である。本プロジェ
クトでは，「SDGs に関するメタ思考」をキーワードに，SDGs を通じた社会への貢献方法や，目指
すべき未来の社会像を議論した。当グループは，各メンバーの研究および業務上関わりの深い
“水”に着目し，新しい視点・フレーミングで将来像について検討・考察した。各講演で挙がった
キーワードと SDGs の目標を考慮して「ジェンダー平等」と「教育」及び日本が世界をリードし，
昨今，注目を浴びているゲーミフィケーションを活用したシビックテックの重要な構成要素である

「エンターテインメント」の 3 つの視点を設定した。この 3 つの視点から，水環境システムの将来
像について様々なアプローチについて提案する。
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1．EICA未来プロジェクトTSUNAGU21Ⅱ

1. 1 水環境システム分野の現状

水環境システムは，水源管理・浄水処理・配水管

理・雨水管理・下水処理など，我々の生活インフラの

重要部を担っている。近年の日本では，「施設の老朽

化」，「人口減少および少子高齢化に伴う水需要の低

下・ベテラン技術者の減少」，「災害対策の遅れ」と

いった問題が生じている1)。一方世界では，「人口増

加に伴う水不足」や「工業の発展に伴う水質汚染」が

問題となっている。日本や世界で発生している“水”

の問題は，国や地域を超えて地球規模での対応が必要

となっている。

1. 2 水環境システム分野が担う SDGs

SDGs は，2030 年までに持続可能でよりよい世界を

目指すための 17 のゴール・169 のターゲットが定め

られた国際目標である2)。“水”に関する目標として

は，目標 6「安全な水とトイレを世界中に」が掲げら

れている。一方で，“水”と直接的な関連がないよう

に見える目標でも，水環境システム分野で貢献が可能

と考えられる目標は数多くある (Table 1)。水環境シ
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Table 1 SDGs that the water environment sector can contribute

目 標 水環境システム分野が担う内容や課題

1 . 貧困をなくそう
安全に管理された飲み水の普及率低
い・不平等

3 . すべての人に健康と福祉を
安全に管理された飲み水の普及率低
い・不平等

5 . ジェンダー平等を実現しよう
上下水道設備運営は男社会，貧困の国
の水汲み仕事女性が多い

7 . エネルギーをみんなにそしてク
リーンに

上下水道施設の省エネ化，小水力発電
推進

9 . 産業と技術革新の基盤をつくろう 後進国の産業排水処理の普及

10. 人や国の不平等をなくそう
安全に管理された飲み水の普及率が不
平等

11. 住み続けられるまちづくりを
クリーンな水インフラ，防災インフラ
の普及

13. 気候変動に具体的な対策を 防災インフラの普及

15. 陸の豊かさも守ろう 緑 (自然) を活用した浸水対策

17. パートナーシップで目標を達成
しよう

国家間で連系した水インフラの普及



ステム分野は，持続可能なよりよい社会を実現するた

めの重要な分野であると言える。

1. 3 SDGsに向けた水環境システム分野の課題

2021 年度 EICA 未来プロジェクト TSUNAGU21 Ⅱ

では，「SDGs に関するメタ思考」「目指すべき未来の

社会像」をキーワードに，「日本の国際貢献」「日本式

工学教育」「海外支援」に関して議論を交わした。議

論では，世界規模で問題が生じているにもかかわらず

個人が“水”の問題を考える機会が希薄であること3)，

正しい知識を持っていないことが現状の課題として挙

がった。この課題を解決するためには，個人の意識改

革が必要である。一人ひとりが当事者意識を持ち，正

しい知識を持つことで，地域・文化・環境といった多

様性に応じて，様々な技術を組み合わせた水環境シス

テムの提供，持続可能なシステムの確立が実現できる

と考える。

そこで，学生に対しては教育を通じて，その他に対

してはエンターテインメントなどを通じて，意識改革

を促すことを検討した。また，意 識 改 革を通じて

“水”以外の分野の様々な SDGs (例えばジェンダー

平等) についても水環境システム分野が貢献できるこ

とがあるのではないかと考えた。

2．水環境分野が扱うべき将来像

2. 1 ジェンダー平等から考える将来像

前章までの気づきを基に，まずは SDGs の中でも一

見“水”と関係性の薄い「ジェンダー平等」の切り口

から水環境システムが扱うべき将来像を提案する。

ジェンダー平等の観点から水環境システムを考えたと

きの現状の課題を Table 2に示す。

個人レベルでは，水環境システムのジャンルにおい

て活躍している女性社員が少ないことが課題と考えら

れる。また，社会レベルでは，出産などのライフイベ

ントに伴う退職や，社員母数が少ないことに起因する

女性管理職の不足などが課題として挙げられる。加え

て国レベルでは，水環境システム関係省庁の女性リー

ダーが少ないことが懸念される。最後に，世界レベル

では水汲みという重労働の担い手が女性や子供であり，

その活動に一日の多くの時間を費やす国や地域がある

ことで個人の時間を教育・経済活動，ひいては水環境

システム関連の仕事への参画にあてることが困難に

なっていることが課題と考えられる。いずれの課題に

おいても，水環境システムだけに留まらず，理工学分

野が女性にとって身近でないことが一因である，とい

う仮説のもと女性の理工系へのイメージについての調

査を進めた。

そのところ，日本ロレアル株式会社がインターネッ

ト調査による全国の理系分野を専攻する現役大学生・

大学院生 516 名と，理系出身の現役社会人 309 名の合

計 825 名を対象に行った「理工系学部に対してどのよ

うなイメージをもっていますか」といった意識調査4)

から，理工系分野は女性に向いていない，親しみにく

い，女性のロールモデルが少ないというイメージを

持っている人が多い結果が得られた。

さらに，このイメージを改善するための施策につい

て同インターネット調査4)では，「職場での出産・育

児・復職の支援制度」，「学校・職場での理系女性への

理解・サポート」，「家族や夫など，家庭での理解・サ

ポート」，「理工系分野の職業，就職先に関する情報を

提供」が上位に挙げられ，学生・社会人ともに周囲の

支援や理解の促進を求める実態が明らかになった。

そこで，ジェンダー平等から考える将来像として，

労働環境・制度活用支援・教育環境の改善を提案する。

まず労働環境については，マッスルスーツ (人工筋

肉)，完全自立型ロボット，遠隔支援技術の活用を挙

げる。「工場」「力仕事」などのイメージがつきやすい

水環境システムの職場では，女性にとっては厳しい労

働環境が連想されやすい。そこで，まずは先のアン

ケートにおける「職場での理系女性への理解・サポー

ト」の改善として，労働の補助 (マッスルスーツ) や，

代行 (完全自立型ロボット)，さらには安全な場所か

らの遠隔支援などを活用することができれば，体力的

な敬遠要素を取り除くことができる。次に，制度の活

用支援による精神面の改善である。前述の技術の活用

は女性だけでなく，男性の業務効率化にも寄与するこ

とで職場に余裕が生まれる。そこで育休制度などを活

用することで，男性が家庭に携わる時間を創出し，男

女ともに働きやすい環境が構築可能となる。最後に，

その状況について周知・教育が求められる。労働環境，

制度活用環境が改善された様子を小学校などの課外活

動から実情を浸透させていくことで，生活に欠かせな

い水を持続させる可能性が広がると考えられる。

2. 2 教育から考える将来像

次に，教育の観点から考える将来像について提案す

る。教育における現状の課題をレベル別に挙げると，

個人レベルでは海外に対する知識不足の解消や受け身

教育の改善が挙げられる。そして社会・組織レベルで

は日本式工学教育の改善5)や留学生との交流機会の増
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Table 2 Current issues when considering the water environment
sector from the perspective of gender equality

個人レベル 社会レベル 国レベル 世界レベル

女性社員が
少ない

･ライフイベントに
伴う退職
･女性管理職の不足

女性リーダーの
不足

重労働を女性が
担う



加が，国レベルではグローバル化に対応できる人材の

育成が，最後に世界・地球レベルでは国・地域間の教

育格差の是正などが挙げられる。教育分野が抱えるこ

れらの課題をもとに，水環境分野の将来像を実現する

ための手段を 2点提案する。

1 点目は日本式工学教育の改善である。現在の受け

身の教育から意識改革を行うために学校の内外で発表

や議論の練習の場を増やせば，積極的に自分自身の意

見を持ち調べることによって新たな知識や考えを身に

つけることが出来ると考える。

2 点目は留学生との交流機会の増加・促進である。

学校等の教育機関主導でオンライン留学や留学生との

コミュニケーションの機会などを増やせば，海外への

知識や興味が増えるきっかけを提供することができる。

例えば 2. 1 項で述べたように，女性たちが行う水汲み

は，重労働で一見デメリットしかないように見えるが，

実はその時間は井戸端会議の一端を担っており，彼女

たちの貴重なコミュニケーションの機会になっている。

現地で働く人の声を聞かなければ，このような事実を

知ることは困難である。

以上の 2つにより世界の水環境問題への当事者意識

が強くなれば，現場が抱える問題の根本解決に直結す

る研究テーマの選定や適切な技術の提供など，私たち

の研究や仕事にも活かすことができると考えられる。

2. 3 エンターテインメントから考える将来像

最後に，SDGs の目標起点から描いた将来像から視

点を変え，エンターテインメント (以下，エンタメ)

業界から水環境システム分野の将来を考察する。この

視点は，日本が世界に誇ることのできる強みは何か，

と考えたときに着想を得た。ここで，エンタメ業界と

は，音楽，書籍，映画等の映像作品およびゲーム等の

人々を楽しませることを目的とした娯楽・サービスの

総称とする。

エンタメ業界は，IoT 技術の発達に伴うサービスの

デジタル化に加え，昨今の世界中での新型コロナウイ

ルス蔓延がトリガーとなり，我々の消費形態は，新し

いモノや人が持っていないモノを購入することに価値

を感じる「モノ消費」から，人より新しいコトや珍し

いコトを体験することに価値を置く「コト消費」，今

そこでしか体験できない，再現性の低いトキの過ごし

方を楽しむことに価値を見出す「トキ消費」へと変遷

を遂げつつある6)。例えば，車を所有せずともカー

シェアやレンタルすればよいと考えるのが「コト消

費」，音楽フェスやスポーツ観戦，観劇などその瞬間

しか体験できないことが「トキ消費」にあたる。コン

テンツを入手するだけでなく，同じ体験が二度と出来

ないようなイベントに自ら参加することに価値を見出

すのがが，エンタメ業界における新しい消費スタイル

になってきている。

また，エンタメは，人々の関心・注目を集め，消費

動向に影響を与えることができる点が強みである。提

供するコンテンツの内容によっては，エンタメ業界に

とどまらず，他業界や関連地域において大きな経済効

果をもたらすことがある。現に，ゲーミフィケーショ

ンの技術を活用した一つの事例として，市民が参加し

て水環境のインフラの一つであるマンホールの情報収

集を行うシビックテックが話題となっており，コンテ

ンツの題材や舞台等の設定によっては，水環境システ

ムに影響を与えることも充分に考えられる。

調査の結果，世界では，インドのスラム地域を題材

とした映画が世界中でヒットしたことをきっかけに，

その映画のロケ地に観光客が増えた結果，国や行政の

関心がその地域に向くようになり，交通網が整備され，

水環境を含めた衛生サービスが拡充され，生活環境が

変化しつつある地域があることが分かった。

一方で，映画やアニメの舞台を訪れる「聖地巡礼」

は，日本国内でも経済効果をもたらすことは報告され

ているものの，前述したインドの事例にあるような水

環境の改善につながるような事例は見当たらなかった。

但し，前述したようなエンタメと融合したゲーミフィ

ケーションの技術活用によるシビックテック7)は拡が

りの可能性があり，水環境システムの改良・改善に寄

与することが期待できる。

3．ま と め

当グループでは，水と SDGs との関連性を紐解いた

結果，ジェンダー，教育の視点を，フレーミングを変

えるという思考からエンタメの視点をテーマとして設

定し，この 3つの視点から水環境分野が扱うべき将来

像について考察した。ジェンダーの視点では，労働環

境に対する固定観念の払拭や，性別を問わず平等な労

働を可能にするようなロボット等の技術の確立，教育

の視点では，日本式工学教育スタイルの革新やボーダ

レスな学習機会の提供，エンタメ視点では，サービ

ス・コンテンツが生み出す経済効果に付随する地域活

性化といった，一見すると水環境とは繋がり難いもの

が，水環境の改善，ひいては SDGs の目標へと繋がる

ことに気づくことができた。今回深く触れることが出

来なかった SDGs の目標や，日本にとどまらずその他

の国や地域の主力産業などを起点とした異なるフレー

ミングで，今後更に検討・議論を重ねることで，水環

境の将来へ寄与していきたい。
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